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　９月２２日㈰、北海道
移転１０年目を迎えた北
海道日本ハムファイター
ズ球団が市内の野球スポ
ーツ少年団５チームと関
係者約１００人を札幌ド
ームでの野球観戦に招待
しました。子どもたちは
憧れの選手を目の当たり
にして大喜び。ドーム内
ではKAZUMOちゃんが、
留萌のPRに努め、人気
を呼びました。
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留萌まるごと 物語市民の元気や喜び、感動を伝えます。

　１２月８日㈰午後１時３０分から文化センターで陸上自衛
隊留萌駐屯地の定期演奏会が開かれます。
　音楽を通じて地域と自衛隊の交流の架け橋にと、平成１８
年から開催し今年で８回目を迎えます。
　旭川、遠軽、名寄、上富良野の各駐屯地音楽隊の演奏と駐
屯地太鼓部の留萌千望太鼓の力強い演奏、市内の留萌高校、
港南中学校、東光小学校の吹奏楽部をゲストに迎えた演奏、
さらに出演者一同が揃い、繰り広げる合同演奏が魅力です。
　陸上自衛隊留萌駐屯地司令の山内さんは「留萌駐屯地音楽
隊は現在２１人の部員がいます。地域の方のご支援とご協力
により平成１５年に発足し、音楽活動を通して地域との信頼
関係を築き、自衛隊への理解を深めてもらおうと活動し、今
年で１０周年を迎えます。また、駐屯地太鼓部の留萌千望太
鼓は現在１１人の部員がいます。昭和５４年に結成し、留萌
管内のさまざまな行事に参加して盛り上げています」。そし
て「陸上自衛隊留萌駐屯地は地域の皆さんのご理解とご協力
により、今年創立６０周年を迎えました。これまで以上に地
域とのつながりを大切にし、信頼される存在として皆さんと
ともに歩んでいきます。今後も声をかけていただければ、さ
まざまな行事に参加させていただきます」と話しています。
　入場は無料です。ぜひ会場へ足をお運びいただき、迫力あ
る演奏をお楽しみください。
□問  陸上自衛隊留萌駐屯地広報班 □☎ ４２- ２６５５

やん衆横丁実行委員会
　　　実行委員長　小路　泰孝さん

陸上自衛隊留萌駐屯地
　駐屯地司令　山内　克己さん

地域と自衛隊の架け橋に
音楽を通じて交流深める

留
萌
の
グ
ル
メ
を
堪
能

冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
定
着

７

留
萌
や
ん
衆
横
丁 

11
月
の
陣

陸上自衛隊留萌駐屯地定期演奏会留萌市子どもまつり

１２月８日㈰　午後１時３０分〜
　　　　　文化センター

11
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
５
時
30
分
〜

や
ん
衆
特
設
会
場
（
留
萌
産
業
会
館
向
い
）

　１１月１９日㈫、２０日㈬の２日間、いずれも午後５
時３０分から「留萌やん衆横丁１１月の陣」がやん衆特
設会場（留萌産業会館向い）で開かれます。
　留萌やん衆横丁は、平成２３年から留萌の秋から冬に
かけたイベントとして１１月と２月の年２回開催され、
今回で通算５回目となります。
　やん衆横丁実行委員長の小路さんは「初めての大役に
正直戸惑うことばかりですが、冬のイベントとして定着
しつつある留萌やん衆横丁を若いスタッフの意見や先輩
のアドバイスを受けながら、仲間と協力し合い成功させ
たいと考えています」。さらに「アトラクションは恒例
となったやん喰い王子選手権、抽選会のほか、女性も気
軽に参加できる企画を検討中です。軒を連ねる飲食店に
よるグルメ屋台もイベントを活気づけます。恒例となっ
たるもい浜焼きも、内容をパワーアップして提供します」
と、イベントへの熱い想いを語ってくれました。
　飲食との引き換えとなるチケットは１０枚つづり１，
０００円で、前売券にのみ抽選券が付いており、留萌商
工会議所、おみやげ処お勝手屋「萌」、るもいプラザな
どで販売中です。
　また、イベント初日は会場入口横で午後５時３０分か
らホワイトイルミネーション点灯式が留萌商工会議所の
主催で行われますので、明かりが最初に点灯する感動の
瞬間をお楽しみください。
　楽しいアトラクションとおいしいグルメが冬の寒さを
吹き飛ばしてくれるでしょう。
□問  市・経済港湾課 □☎ ４２- １８４０

▲息のあった演奏は感動のひと言
▲たくさんの来場者で賑わうやん衆特設会場

▲大食いと早食いを競うやん喰い王子選手権

▲来場者の食欲を刺激するグルメ屋台

▲魂を揺さぶる力強い太鼓演奏

▲出演者が一同に揃い美しい調べとダイナミックな演奏の調和で観客を魅了する合同演奏
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stop

特集１
お問い合わせは

☎42-1804
税　務　課

　

市
道
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
期
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
ず
、
督

促
や
文
書
催
告
に
も
応
じ
な
い
方
、
分
割

納
付
の
約
束
を
守
ら
な
い
方
な
ど
に
対
し

て
は
、
そ
の
方
の
財
産
調
査
を
行
い
、
給

与
や
年
金
、
預
貯
金
、
土
地
、
建
物
な
ど

の
差
押
え
を
実
施
し
、
滞
納
と
な
っ
て
い

る
税
金
の
解
消
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

差
押
え
は
、
本
人
の
同
意
を
必
要
と
せ

ず
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
本
人
の
信
用
に

も
関
わ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
市
税
を
納
付
し
た
場

合
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
ほ
ど
延
滞

金
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
方

と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
必

ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

延
滞
金
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
指
定
の
期
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
延
滞
金
の
み
滞
納
し
て
い
る
場

合
も
差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

病
気
療
養
や
失

業
、
収
入
が
大
き
く

減
少
し
た
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
家
庭
の

事
情
や
生
活
の
困
窮

な
ど
に
よ
り
、
納
期

限
内
の
納
税
が
困
難

な
方
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
の
通
常
業
務
時
間
内
に

仕
事
な
ど
で
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
定
期

的
に
夜
間
・
休
日
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
の
滞
納
も
差
押
え
の

対
象
と
な
り
ま
す

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！

差
押
え
に
は
本
人
の
同
意
は
不
要

市役所２階
税　務　課

夜間相談窓口 休日相談窓口
毎月第４木曜日
17：20〜 20：00
※11･12・3月は
　第2、第４木曜日2回実施

毎月第４日曜日
9：00〜 17：00

平成
25年

11月 14 日、28日 24日

12月 12 日、26日 22日

平成
26年

１月 23日 26日

２月 27日 23日

３月 13日、27日 23日

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いマチづくりに取り
組んでいます。
　税金は、皆さんが生活していく上で欠かせない行政サービスを進めるための大切な
財源であり、決められた納期限までに自主的に納めていただくものです。
　市税の滞納は、納期限までに納税された多くの皆さんとの公平性を欠き、また、市
の財政を圧迫するなど、解決しなければならない大きな課題となっています。
　市では、収入があるのに納税しないといった、納税意識に乏しい滞納者に対して、
給与や年金、預貯金、不動産などの差押えに
よる滞納処分を強化しています。

差押えによる滞納処分を強化しています！

納　期 税　目　期　別

　５月 軽 自 動 車 税（全期）
固 定 資 産 税（１期）

　６月 市　道　民　税（１期）

　７月 固 定 資 産 税（２期）
国民健康保険税（１期）

　８月 市　道　民　税（２期）
国民健康保険税（２期）

　９月 固 定 資 産 税（３期）
国民健康保険税（３期）

１０月 市　道　民　税（３期）
国民健康保険税（４期）

１１月 固 定 資 産 税（４期）
国民健康保険税（５期）

１２月 市　道　民　税（４期）
国民健康保険税（６期）

　１月 国民健康保険税（７期）
　２月 国民健康保険税（８期）

《納期一覧》納期限は原則、各月の月末です。 《滞納処分までの流れ》

●督促状の発送
納期限までに納税がない場合に発
送します。

●電話催告・文書催告
督促状発送後にも納税がない場合
に電話・文書により催告します。

●財産調査
督促や催告をしても納税がない場
合、勤務先や金融機関、取引先、
日本年金機構などに財産の調査を
実施します。

●差押え
財産調査で判明した財産を差押え
ます。

●取立て・公売
差押えた財産を強制的に取立てや
公売を行い、金銭に換えて滞納し
ている税金に充てます。

ストップ！滞納
〜公平な税負担を確保するために〜

　　　預貯金差押　不動産差押　給与差押　年金差押　預貯金差押　　　　
　預
貯金
差押
　不
動産
差押
　給
与差
押　
年金
差押
　預
貯金
差押
　不
動産
差押

平成２４年度差押え件数

差押債権 件　数
給 与 １０
年 金 ８
預 貯 金 ５８
国税還付金など ７

合　　計 ８３

　

口
座
振
替
と
は
、
本
人
が
指
定
し
た
税

金
の
種
類
を
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
税
す
る
方
法
で
す
。

　

一
度
手
続
を
行
う
と
、
納
期
の
た
び
に

金
融
機
関
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
納
税
で

き
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継
続
さ
れ

ま
す
の
で
、
税
金
の
「
う
っ
か
り
納
め
忘

れ
」
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
市

内
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
手
続
を
行
う

か
、
市
・
税
務
課
（
☎
56-

５
０
０
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下記までお気軽に
お問い合わせを！

●納税相談、固定資産税について
　　市・税務課（２階）	 ☎４２-１８０４

●市道民税、軽自動車税、国民健康保険税について
　　市・税務課（市民税係 １階）	☎５６-５００４
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特集２
お問い合わせ
お申し込みは

☎42-2010
都市整備課

　

通
勤
・
通
学
の
路
線
確
保
の
た
め
、
地

区
に
よ
り
多
少
の
時
間
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
除
雪
時
間
帯
を
３
時
00
分
〜
７
時

30
分
と
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

①
降
雪
量
が
10
セ
ン
チ
以
上
に
な
っ
た
場

合
②
強
風
に
よ
り
路
面
に
吹
き
だ
ま
り
が
で

き
通
行
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
場
合

③
車
両
に
よ
る
わ
だ
ち
や
大
雪
、
降
雨
、

暖
気
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
り
路
面
の

状
態
が
著
し
く
悪
化
し
た
場
合

　

排
雪
路
線
は
、
毎
日
の
除
雪
パ
ト
ロ
ー

ル
で
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

排
雪
作
業
の
予
定
は
、
市
・
都
市
整

備
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

e-rum
oi.jp/

）
や
エ
フ
エ
ム
も
え
る

（
76
・
９
M
H
z
）、
ま
た
、
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
簡
単
に

登
録
、
閲
覧
が
で
き
る

携
帯
電
話
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
稼
働
路
線
は

次
の
５
路
線
で
す
。
安
全
運
転
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
雪
出
し
を
す
る
と
車
両
の
通
行
の

妨
げ
と
な
り
危
険
で
す
の
で
、
道
路
に
雪

出
し
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
地
図
中
白
丸
が
稼
働
路
線
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
除
雪
協
働

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
雪
捨

場
を
設
置
し
、
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
場　
　

所　

大
和
田
八
線
左
の
沢

●
開
放
時
間　

　

６
時
00
分
〜
18
時
30
分

※
12
時
00
分
〜
13
時
00
分
は
閉
鎖

●
年
末
年
始

　

12
月

31
日　

６
時
00
分
〜
12
時
00
分

　

元　
　
　

日　

お
休
み

　

１
月
２
・
３
日　

６
時
00
分
〜
12
時
00
分

　

主
に
町
内
会
が
主
体
と
な
り
、
自
主
的

に
市
道
や
私
道
（
生
活
道
路
）、
雪
堆
積

場
を
排
雪
す
る
場
合
、
運
転
手
付
き
で
ダ

ン
プ
カ
ー
（
市
が
契
約
し
て
い
る
業
者
）

お
よ
び
移
動
式
融
雪
機
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
。

　

ダ
ン
プ
カ
ー
は
４
ト
ン
車
と
10
ト
ン
車

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
排
雪
量
や

用
途
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

積
み
込
み
用
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
は
利
用

者
が
手
配
し
、
料
金
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
式
融
雪
機
は
指
定
の
場
所

に
運
搬
し
ま
す
が
、
燃
料
の
灯
油
は
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
大
雪
の
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
効
率
的
な
除
排
雪
作
業
に
は
道
路
へ
の
雪
出
し
防
止
や
ダ
ン
プ
カ
ー

お
よ
び
移
動
式
融
雪
機
の
貸
し
出
し
制
度
の
利
用
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
雪
の

促
進
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
冬

の
暮
ら
し
を
安
全
で
安
心
に
過
ご
す
た
め
に
市
の
雪
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
雪
の
一
層
の
普
及
に
向
け
、
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ﾛｰﾄ゙ﾋｰﾃｨﾝｸﾞ
稼働路線

理容たぐち●理容たぐち●

北洋銀行●●留萌
　郵便局

●

留萌
信金留萌

十字街西ビル
錦町→

231

沖
見
町
↓

南５丁目通り
理容たぐち横

【本町 2丁目周辺】
231 至 深川方面→←至 増毛方面

藤田
クリニック

●

●るもいプラザ
●家具の
　王様

ﾛｰﾄ゙ﾋｰﾃｨﾝｸﾞ
稼働路線

●留萌聖園
幼稚園

●るもいプラザ

北10条通り
港町１号通り交差点～聖園幼稚園

【宮園町 1丁目周辺】

231
田中歯科

エネオス
丸菱石油

●

●●
たかぎ商店

●モリモト
　家具

至 深川方面→

←至 増毛方面

たかぎ商店

ﾛｰﾄ゙ﾋｰﾃｨﾝｸﾞ
稼働路線

開運12号通り
たかぎ商店～港町1号通り交差点

【旭町２丁目周辺】

●

上水道
配水場
管理本館

上水道
配水場
管理本館

共済職員住宅
97共A
共済職員住宅
96共

ﾛｰﾄ゙ﾋｰﾃｨﾝｸﾞ
稼働路線

あかしあ3、4、5号棟

あかしあ1、2号棟

沖見幹線通り
千望台通り交差点～上水道・配水場

【沖見町 5丁目周辺】

231 至 深川方面→←至 増毛方面

光明寺●

● 北海道銀行

チューオー

●

●
●
モリモト家具

ﾛｰﾄ゙ﾋｰﾃｨﾝｸﾞ
稼働路線

るもい
プラザ

北８条通り
国道交差点～光明寺
【錦町 4丁目周辺】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
雪
の
普
及
に
向
け
た
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

除
雪
時
間
帯
と

出
動
基
準

ダ
ン
プ
カ
ー
お
よ
び

移
動
式
融
雪
機

無
料
貸
し
出
し
制
度

市
民
雪
捨
場
の

ご
利
用
案
内

排
雪
作
業
予
定
の

お
知
ら
せ

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

稼
働
路
線

雪捨場ご案内図
雪捨場ご案内図

市民雪捨場

■道路への雪出しはやめましょう
■玄関先の雪は各家庭で処理しましょう
■路上駐車はやめましょう

留萌市の除排雪体制の概要

市民との協働による
冬期間の環境づくり

留萌市からのお願い
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P8〜9	 留萌市議会は市民に対する約束として

	 留萌市議会基本条例を制定します

P10〜13	 第３回定例会一般質問項目

P14	 決算審査特別委員会からの報告

P15	 こんなことが決まりました

	 組合議会報告　

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
議
会
の
権
限
と
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、「
開
か
れ
た
市
議
会
」
や
「
議
会
運
営
の
効
率
化
」

な
ど
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
議
会
機
能
を
充
実
・
発
展
」
さ
せ
る
た
め
、

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
議
会
改
革
を
具
現
化
す
る
た
め
に
「
行
動
す
る
議
会
」、

「
議
会
の
見
え
る
化
」
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
「
留
萌
市
議
会
基
本

条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。　留萌市議会基本条例は、　「市民に対する議会の約束」とし

て、議会の役割と責務を明らかにした留萌市議会の憲法と
位置付けることができます。
　これまで、日ごろの議員活動を通じて「市民の声」を受け止めながら、議
会活性化推進特別委員会で検討を重ね、全議員の合意を得て素案をまとめた
ところです。
　ここで、市民の皆さんに、これから留萌市議会が作成しようとしている「留
萌市議会基本条例」の内容などについて、ご意見をいただきながら、最終的
な条例案を完成させたいと思っています。
　この条例を制定することによって、議会の責任をしっかり果たし、市民と
の協働のもと、市民の声を的確に市政に反映して、留萌の未来を創る議会を
実現していきます。

留萌市議会基本条例が
出来るとどんなことが
　　変わるの？

留萌市議会は「議会改革」を進めています

市　長議　会

★相互関係の強化へ
　第 ８ 条　市長等との関係
　第 ９ 条　市長による説明
　第１０条　確認の機会
　第１１条　議決事件の拡大
★審議を深めるために
　第１２条　委員会
　第１３条　議員間討議及び合意形成
　第１４条　政策の立案及び提言

★基本となる考え方について
　第１条　目　的　
　第２条　この条例の位置づけ　
　第３条　議会の活動原則
　第４条　議員の活動原則
　第５条　会　派
★開かれた議会へ
　第６条　市民参加
　第７条　広報・広聴活動

★議会の機能を高めるために
　第１５条　議会改革の推進
　第１６条　議員研修
　第１７条　議会図書室
　第１８条　議会事務局　
　第１９条　予算の確保

★議会で取り組む危機管理について
　第２４条　危機管理　
★検証及び見直しについて
　第２５条　検証及び見直し

★議員の身分等について
　第２０条　政治倫理　
　第２１条　議員定数　
　第２２条　議員報酬　
　第２３条　政務活動費

市　民

地方自治体は、市長も議員
も市民から直接選挙で選ば
れる二元代表制により政策
が決定されています。

二元代表制

●「留萌市議会基本条例（素案）」に関する市民意見（パ
ブリックコメント）を募集しています。
【募集期間】11月15日㈮まで
【応募方法】意見の提出は市役所３階留萌市議会事務
　　　　　　局、市役所１階市民ロビー、保健福祉セ
　　　　　　ンターはーとふる、市立病院、市立留萌
　　　　　　図書館、るもい健康の駅に備えてある用
　　　　　　紙を使用し下記の方法で応募願います。
　①郵送　〒 077-8601　
　　　　　留萌市幸町１丁目 11番地留萌市役所内
　　　　　　　　　　　　留萌市議会事務局あて
　② FAX　0164-43-6700
　③電子メール　rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp
　④持参　市役所３階留萌市議会事務局
　⑤意見書提出箱へ投函
　　市役所１階市民ロビー、保健福祉センターはーと
　　ふる、中央公民館、市立留萌図書館

●市民説明会のご案内
　「留萌市議会基本条例（素案）」の内容などについて、
10月下旬より市民説明会を開催しています。（すでに
終了している会場もございます。）ぜひ会場に足をお
運びください。

日　　時 会　　場

１０月２９日㈫
１８：３０〜

港南コミュニティセンター
港西コミュニティセンター
幌糠コミュニティセンター

１０月３０日㈬
１８：３０〜

港東コミュニティセンター
東部コミュニティセンター

１０月３１日㈭
１８：３０〜 港北コミュニティセンター

１１月　２日㈯
１４：００〜
１８：３０〜

中央公民館２階１号研修室
働 く 婦 人 の 家 ２ 階 講 習 室

※両会場で２回開催します

「留萌市議会基本条例（素案）」

留萌市議会は市民に対する議会の約束として

留萌市議会基本条例を制定します
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一
、
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
て

二
、
冬
の
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め

に問
一 

留
萌
市
で
は
人
口
減
少
の

現
状
に
お
い
て
も
、
留
守
家
庭
児

童
会
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。

　

現
在
、
留
萌
市
の
留
守
家
庭
児

童
会
の
保
育
時
間
は
、
朝
九
時
か

ら
午
後
五
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
保
護
者
は
仕
事
で
迎
え

が
間
に
合
わ
な
い
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
。

　

全
国
的
に
は
保
育
終
了
時
間

が
午
後
六
時
以
降
の
施
設
が
、

八
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
育
終
了
時
間
が
午
後
六
時
半

以
降
の
施
設
も
、
こ
の
九
年
間
で

四
四
％
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　

留
萌
市
と
し
て
も
実
態
に
沿
っ

た
な
か
で
、
保
育
の
時
間
延
長
を

考
え
、
学
童
保
育
の
充
実
を
図
る

鵜
城
　
雪
子
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
一 

平
成
二
十
七
年
度
に
施
行

予
定
の
新
制
度
で
は
、
留
守
家
庭

児
童
は
、
地
域
の
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
留
守
家

庭
児
童
会
の
開
館
時
間
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
設
置
後
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
た

上
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

の
議
論
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問
二 

今
年
の
大
雪
で
交
通
網
や

都
市
機
能
が
マ
ヒ
し
、
多
く
の
市

平
成
25
年  

第
３
回
定
例
会

民
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
と
い
う

事
実
が
あ
り
な
が
ら
も
、
留
萌
市

は
具
体
性
の
あ
る
雪
害
対
策
を
講

じ
て
い
な
い
。

　

道
東
や
道
南
の
雪
の
少
な
い
ほ

か
の
自
治
体
で
も
、
明
確
な
雪
対

策
計
画
を
立
て
て
い
る
市
が
あ

る
。

　

今
年
の
大
雪
を
教
訓
と
し
た
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
雪
対

策
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
二 

除
排
雪
に
関
し
て
は
、
留

萌
市
除
雪
計
画
の
な
か
で
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
策
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
、
広
報
や
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
地
域
と
の
連
携
・

協
働
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

一
、
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

二
、
地
域
の
産
業
・
経
済
に
つ
い

て問
一 

新
・
財
政
健
全
化
計
画
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後

三
年
間
の
財
政
状
況
の
見
通
し

と
、職
員
給
与
の
削
減
、温
水
プ
ー

ル
「
ぷ
る
も
」
休
止
の
見
直
し
に

つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
一 

財
政
の
危
機
的
状
況
は
脱

野
呂
　
照
幸
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
や

地
方
交
付
税
の
動
向
な
ど
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
総
合
的
に
判
断

し
た
い
。

　

ま
た
、温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」

の
再
開
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
の

検
討
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
収
支
見
込
み
や
国
の

動
向
を
注
視
し
、
行
財
政
改
革
推

進
本
部
会
議
で
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

問
二 

三
月
議
会
で
議
論
さ
れ
た

留
萌
体
験
・
体
感
宿
泊
施
設
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
二 

観
光
産
業
の
取
り
組
み
の

中
で
、
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
Ｃ
Ｃ
Ｚ
計
画
の
説

明
責
任
を
果
た
せ
ず
、
方
向
性
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
得
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
、
今
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
取
り
下
げ
た
。

　

施
設
の
運
用
に
お
け
る
問
題
も

あ
り
、
任
期
中
に
進
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
な
い
。

一
、
高
橋
市
政
二
期
目
の
検
証
と

展
望

二
、
湊
神
社
の
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
に
つ
い
て

問
一 

平
成
二
十
五
年
度
市
政
執

行
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
る
「
留

萌
体
験
・
体
感
宿
泊
施
設
整
備
事

業
」
は
、一
部
反
対
の
声
を
受
け
、

三
月
定
例
会
で
予
算
計
上
を
削
除

し
た
が
、
市
長
の
任
期
内
に
建
設

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
老
後
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
や
心

配
」
に
対
す
る
回
答
が
多
い
。

　

具
体
的
な
不
安
内
容
の
把
握
と

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
一 

Ｃ
Ｃ
Ｚ
計
画
に
お
け
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
と
宿
泊
施
設

の
位
置
付
け
を
再
確
認
し
、
市
民

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
の

方
向
性
を
見
極
め
た
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
寄

せ
ら
れ
た
主
な
質
問
内
容
は
、
高

齢
化
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や

痛
み
に
よ
る
生
活
不
安
。
自
身
の

入
院
な
ど
に
よ
り
、
家
事
が
で
き

な
い
夫
な
ど
を
残
し
た
場
合
の
家

庭
に
対
す
る
不
安
、
独
居
お
よ
び

高
齢
者
世
帯
と
し
て
在
宅
生
活
に

対
す
る
心
配
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
や
家
族
が
不
安
を
抱
え

た
ま
ま
生
活
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
二 

今
冬
の
雪
害
に
よ
る
建
物

の
損
傷
や
腐
食
が
あ
り
、
湊
神
社

の
姿
は
見
る
に
堪
え
な
い
状
況
と

聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。

　

氏
子
の
会
か
ら
は
、
現
状
保
存

が
難
し
く
取
り
壊
し
の
話
を
伺
っ

て
い
る
。

　

湊
神
社
の
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

資
料
を
ま
と
め
て
は
ど
う
か
。

答
二 

経
年
劣
化
と
今
冬
の
大
雪

の
影
響
か
ら
建
物
の
損
傷
や
腐
食

が
目
立
ち
、基
礎
部
分
へ
の
影
響
、

内
部
の
床
が
め
く
れ
上
が
っ
て
い

る
状
況
か
ら
、
大
変
危
険
な
状
態

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

市
と
し
て
直
接
的
な
関
わ
り
は

な
い
が
、
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
と
し
て
、
湊
神

社
境
内
で
記
念
式
典
を
行
う
な

ど
、
ま
つ
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
き
た
。

　

郷
土
の
歴
史
を
研
究
し
、
後
世

へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

一
、
災
害
対
策
に
つ
い
て

二
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

問
一 

研
究
者
に
よ
る
と
、
日
本

列
島
か
ら
樺
太
に
か
け
て
日
本
海

を
縦
に
連
な
る
地
震
帯
が
あ
り
、

そ
の
中
で
唯
一
利
尻
島
沖
に
、
少

な
く
と
も
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め

続
け
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
大
地

震
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
、
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

特
に
海
抜
の
低
い
地
域
や
沿
岸

部
の
市
民
に
は
こ
う
し
た
情
報
も

伝
え
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
一 

低
海
抜
地
域
と
沿
岸
部

四
十
四
町
内
会
の
う
ち
、
十
七
町

内
会
で
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し

て
い
る
。

　
「
沿
岸
部
避
難
路
自
主
管
理
」

の
支
援
継
続
と
と
も
に
自
主
防
災

組
織
の
設
置
を
促
進
し
て
い
く
。

問
二 

「
要
支
援
一
」
と
「
要
支

援
二
」
認
定
者
の
現
状
と
、
国
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
要
支
援

一
、二
の
認
定
者
を
介
護
保
険
制

度
か
ら
外
し
、
市
町
村
に
委
ね
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
の
声

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

考
え
を
聞
き
た
い
。

答
二 

要
支
援
一
と
要
支
援
二
の

認
定
者
は
平
成
二
十
四
年
度
末
で

三
百
人
お
り
、年
々
増
え
て
い
る
。

要
支
援
認
定
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
は
、
介
護
度
が
進
ま
な

い
た
め
の
予
防
策
と
し
て
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。
国
の
最
終
判
断

が
出
て
い
な
い
が
、
市
町
村
の
財

政
力
で
サ
ー
ビ
ス
に
違
い
が
出
る

の
で
は
公
平
を
欠
く
。

　

持
続
的
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な

る
よ
う
基
本
に
返
っ
て
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
。

一
、
イ
ン
フ
ラ
総
点
検
・
長
寿
命

化
計
画
策
定
に
つ
い
て

二
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
経
過
と

「
理
念
と
権
利
」
に
つ
い
て

問
一 

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
強

化
は
命
を
守
る
防
災
・
減
災
に
直

結
す
る
。

　

橋
な
ど
の
構
造
物
は
、
経
過

五
十
年
前
後
か
ら
、
点
検
・
診
断
・

修
繕
の
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
整

備
保
全
が
必
要
だ
。

　

留
萌
市
が
管
理
す
る
橋
り
ょ
う

数
と
長
寿
命
化
計
画
の
実
施
推
進

の
状
況
を
知
り
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
管
理
す
る
橋

り
ょ
う
は
六
十
二
橋
あ
り
、
架

設
後
三
十
年
以
上
経
過
し
た
橋

は
、
三
十
橋
、
四
十
年
以
上
経
過

の
橋
は
十
六
橋
に
お
よ
ぶ
。
平
成

二
十
三
年
と
二
十
四
年
の
二
カ
年

で
、三
十
一
橋
の
点
検
を
終
了
し
、

二
十
五
年
度
で
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
、
点
検
結
果
と
重
要
度
や

緊
急
度
を
基
に
「
予
防
保
全
」
を

考
慮
し
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更

新
を
実
施
す
る
。

問
二 

市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

は
、
政
府
の
方
針
を
基
に
平
成

二
十
一
年
策
定
、
そ
の
後
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
開
設
と
総
合
内
科
医
養
成

セ
ン
タ
ー
運
営
を
加
え
改
訂
し

た
。
さ
ら
に
、
二
十
五
年
七
月
に

医
師
確
保
を
目
指
し
て
「
新
施
設

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

天
谷
　
孝
行
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

▲医師確保を目指し建設する新施設整備完成図

▲損傷と腐食が進む湊神社

▲電柱に設置している海抜表示版

▲子どもたちが放課後を過ごす児童センター

▲休止中の温水プール「ぷるも」
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留 萌 市 議 会 だ よ り

整
備
」
追
加
の
再
改
定
を
実
施
し

た
。改
革
プ
ラ
ン
改
定
経
過
の「
理

由
と
効
果
」
を
伺
い
た
い
。

　

併
せ
て
、
市
立
病
院
の
基
本
理

念
と
患
者
に
対
す
る
接
遇
を
聞
き

た
い
。

答
二 

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
」

は
地
域
の
高
齢
化
に
伴
う
脳
梗

塞
・
肺
炎
・
心
筋
梗
塞
な
ど
回
復

を
地
域
に
お
い
て
完
結
す
る
目
的

で
病
床
数
三
十
五
床
で
開
設
し
、

入
院
患
者
数
は
七
千
七
百
八
十
九

人
、
病
床
稼
働
率
は
六
一
・
一
％

で
あ
る
。

　

宿
泊
施
設
、
医
師
住
宅
、
研
修

室
な
ど
新
施
設
の
必
要
性
と
効
果

は
研
修
医
や
臨
床
実
習
生
の
受
け

入
れ
が
北
大
・
札
医
大
・
旭
川
医

大
か
ら
地
域
医
療
研
修
病
院
に
指

定
さ
れ
、
将
来
的
に
研
修
継
続
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
総
合
診
療
医

養
成
研
修
実
施
な
ど
医
師
確
保
に

つ
な
が
る
環
境
整
備
と
し
て
実
施

す
る
。

　

さ
ら
に
、
医
師
を
含
む
全
職
員

の
接
遇
研
修
に
重
点
を
お
き
「
患

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
目

指
し
て
良
質
な
医
療
提
供
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
。

一
、
市
立
病
院
改
革
の
今
後
の
展

望
に
つ
い
て　

二
、
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
に
つ

い
て

問
一 

医
学
生
の
宿
泊
施
設
を
市

立
病
院
に
隣
接
し
て
建
設
す
る

が
、
改
革
プ
ラ
ン
の
中
に
は
な

か
っ
た
計
画
で
あ
り
、
急
き
ょ
発

表
さ
れ
た
。
今
年
度
中
の
建
設
と

い
う
非
常
に
性
急
に
見
え
る
計
画

で
あ
る
。
こ
の
施
設
の
も
た
ら
す

効
果
と
展
望
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

　

ま
た
、
脳
外
科
の
診
療
は
一
人

体
制
が
続
き
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
外
来
患
者
・
入
院
患
者
が
減
少

す
る
こ
と
も
仕
方
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
現
在
、
昨
年
実
績
よ

り
増
加
傾
向
で
あ
る
。
多
田
先
生

の
人
並
み
外
れ
た
頑
張
り
の
た
ま

も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、
い
つ
も

混
雑
し
て
い
る
の
を
見
る
と
診
療

体
制
の
見
直
し
や
医
師
確
保
の
必

要
性
は
高
い
と
思
う
。

　

院
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。
医
師
確
保
の
可
能
性

を
聞
き
た
い
。

答
一 

医
育
大
学
か
ら
研
修
医
が

来
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
宿
泊
施

設
は
有
効
だ
と
思
う
。
研
修
先
に

赴
任
希
望
す
る
医
師
が
い
る
こ
と

も
事
例
と
し
て
あ
る
。

　

脳
外
科
医
に
つ
い
て
は
多
田
先

生
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
い
る
。
私
も
多
田
先
生
の
健
康

に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
。

　

出
張
医
の
派
遣
を
辞
退
し
て
い

る
状
況
な
の
で
、
実
際
の
問
題
と

し
て
何
と
し
て
も
固
定
医
の
確
保

に
努
め
た
い
。

問
二 
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運

動
を
は
じ
め
と
し
、
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
育
む
上
で
、
学
級
だ
よ

り
な
ど
を
通
し
て
保
護
者
の
方
に

い
ろ
い
ろ
な
働
き
か
け
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
ゲ
ー
ム
や
メ
ー
ル

な
ど
を
長
時
間
行
い
「
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
」
や
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
を

防
止
す
る
た
め
に
も
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
の
働
き
か
け
や
取
り
組

み
を
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
聞

き
た
い
。

答
二 

生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
夏
休
み
に
行
っ
た
。

　

校
内
で
は
携
帯
電
話
の
持
ち

込
み
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

し
て
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

一
、
留
萌
市
の
道
路
整
備　
　

二
、
留
萌
市
の
環
境
行
政

問
一 

仮
称
「
見
晴
通
」
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
緊
急
時
の
車
両
通
行

や
避
難
路
と
し
て
重
要
な
役
割
が

果
た
せ
る
。

　

予
定
で
は
、
昨
年
十
二
月
中
に

都
市
計
画
変
更
の
完
了
を
し
、
未

処
理
用
地
の
買
収
や
所
有
権
移
転

の
登
記
完
了
、
素
案
の
作
成
後
、

都
市
計
画
審
議
会
へ
の
報
告
と
聞

い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
説
明
や
取
り
組
み
予
定

な
ど
を
聞
き
た
い
。

　

沿
線
住
民
や
町
内
会
へ
の
情
報

提
供
を
ど
う
す
る
の
か
聞
き
た

い
。

答
一 
見
晴
通
の
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
は
二
十
四
年
度
中
の
完

了
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
道
と
の

下
協
議
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

　

見
晴
通
の
終
点
と
な
る
国
道

二
三
一
号
と
の
交
差
点
計
画
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

道
と
の
協
議
が
進
ん
だ
段
階
で

計
画
変
更
が
定
ま
り
次
第
、
住
民

説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
二 

福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
二
年
半
が
経
過
し
た
が
、
未
だ

に
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
新
た
な
問
題
と
し
て

高
濃
度
の
放
射
能
汚
染
水
が
地
上

か
ら
も
地
下
か
ら
も
漏
れ
出
し
、

打
つ
手
が
無
い
と
い
っ
た
状
況
で

あ
る
。

　

経
済
産
業
省
は
今
年
度
末
に
ま

と
め
る
と
し
て
、
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
原
発
の
活
用
を

明
記
す
る
方
向
で
検
討
に
入
っ

た
。

　

私
は
「
核
と
人
類
の
共
存
は
有

り
得
な
い
」
と
考
え
て
い
る
が
、

高
橋
市
長
は
国
が
推
進
し
て
い
る

原
子
力
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
二 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
負

の
遺
産
で
あ
る
核
の
ご
み
を
残
し

て
は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

る
。
政
府
に
お
い
て
、
原
発
の
さ

ら
な
る
安
全
性
の
向
上
と
国
民
の

安
心
、
信
頼
の
確
保
に
向
け
た
対

応
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

原
発
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
国
の
動
き
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

一
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
観
光
計
画
に
つ
い
て

問
一 

超
高
齢
化
社
会
・
人
口
減

少
・
右
肩
下
が
り
の
経
済
と
い
う

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
新
た
な

時
代
を
迎
え
、
地
域
を
取
り
巻
く

課
題
も
多
様
化
す
る
な
ど
、
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

今
の
状
況
を
時
代
の
転
機
と
捉

え
、
新
た
な
時
代
に
即
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
あ
り
方
、

そ
し
て
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て

改
め
て
検
討
し
て
い
く
時
期
に
き

て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰

退
の
要
因
と
再
生
に
向
け
て
の
方

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

聞
き
た
い
。

答
一 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
は
地
域
の
活
力
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
安
心
・
安
全
を
脅
か
す
原

因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
町
内
会

の
自
主
活
動
の
促
進
と
地
域
と
の

連
携
強
化
が
不
可
欠
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　

単
一
町
内
会
で
町
内
会
活
動
を

維
持
で
き
な
い
場
合
は
複
数
の
町

内
会
が
協
力
、
連
携
す
る
こ
と
や

組
織
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
も
町
内
会
長
会
議
な
ど
の

機
会
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
対
話
を
進
め
る
中
で
先
進
地
事

例
な
ど
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

今
後
、
留
萌
を
よ
り
住
み

や
す
い
マ
チ
に
す
る
た
め
に
は
、

「
観
光
」
が
、
基
幹
産
業
と
し
て

最
大
限
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
通
過
型
観
光
か
ら
の
脱
却

を
図
る
た
め
の
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
二 

今
春
に
高
規
格
幹
線
道
路

の
留
萌
大
和
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
開
通
し
、
都
市
部
か
ら
の
交

通
の
便
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
、

車
で
留
萌
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
留
萌
に
あ
る
自
然
や

食
、
体
験
な
ど
の
資
源
を
磨
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
資
源
の

開
拓
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
留
萌
ら
し
い
、
留
萌
な
ら
で

は
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
、
新
た
な
観
光
客
の

誘
致
や
滞
在
時
間
の
延
長
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
来
春
の
市
長
選
挙
に
つ
い
て

二
、
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問
一 

こ
の
四
年
間
「
財
政
健
全

化
、
市
立
病
院
の
経
営
、
環
境
衛

生
、
景
気
浮
揚
」
な
ど
数
多
く
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た

が
、
来
春
の
二
月
に
は
、
市
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
る
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
は
、

政
策
的
に
未
執
行
の
課
題
、ま
た
、

完
結
し
て
い
な
い
施
策
も
あ
る
の

で
、
三
期
目
に
向
か
っ
て
当
然
、

出
馬
す
る
意
気
込
み
が
あ
る
も
の

と
判
断
さ
れ
る
が
、
い
つ
の
時
点

で
進
退
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
、

お
伺
い
す
る
。

答
一 

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、

七
年
七
カ
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
が
、「
財
政
再
生
団
体
」
へ

の
転
落
と
い
う
大
き
な
峠
を
、
市

民
の
協
力
、
市
職
員
の
苦
渋
の
選

択
に
よ
っ
て
越
え
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

市
長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
市
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
十
二
月
中
に
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
二 

平
成
十
五
年
に
、
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
の

管
理
制
度
と
し
て
「
指
定
管
理
者

制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
留
萌
市
に

お
い
て
も
、
現
在
十
七
の
施
設
が

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
さ
れ
、

八
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
来
た
。

　

今
一
度
、
各
施
設
運
営
の
詳
細

な
検
証
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
、
指
定
管
理
者
制
度
に
、

ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

ん
で
行
く
の
か
、
展
望
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
施
設

運
営
を
し
て
い
く
た
め
の
使
命
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
、

お
伺
い
す
る
。

答
二 

市
と
し
て
は
、
統
一
し
た

基
準
に
基
づ
い
て
、
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
が
総
合
的
に
判
断
、

評
価
し
公
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
指
定
管

理
者
と
連
携
を
密
に
し
、
施
設
の

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
適
正

な
管
理
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
に
こ
だ
わ
ら
ず
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

珍
田
　
亮
子
　
議
員

（
萌
政
会
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲町内会の皆さんが整備した花壇（花園東公園）

▲指定管理者制度で運営している施設 ▲仮称「見晴通」の計画図

▲生活習慣定着のための「生活リズムチェックシート」
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留 萌 市 議 会 だ よ り

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

委員長　菅原千鶴子、副委員長　鵜城　雪子
委　員　燕　昌克、川口　宏和、天谷　孝行

●第２回定例会報告（８月２６日）
　第２回定例会が開催され、「認定第１号　平成
２４年度留萌南部衛生組合一般会計歳入歳出決算
の認定について」、「報告第１号　平成２４年度留
萌南部衛生組合事故繰越計算書について」協議し、
可決した。
○第三者委員会からの報告
　最終処分場被覆施設の倒壊原因調査結果がまと
まり、第三者委員会から正式な報告が組合長並び
に副組合長と、各議員に行われた。
　原因の究明により構造上の荷重に関する報告を
受けた議員からは、「昨年度のような大雪の場合、
同じようなことが起こりうるのか」、「雪下ろしは
必要にならないのか」などの質問が出された。
　今回の事故を受け、構造上２４年度程度の雪に
は耐えられるように設計されていること、引き渡
しまでの期間中、屋根上積雪量とたわみについて
情報を開示することが受託者から説明された。

　【選　挙】
　留萌市選挙管理委員会委員および補充員の選挙について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 指名推選
　【認　定】
　平成２４年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について　ほか２件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 認　　定
　【報　告】
　平成２４年度留萌市の健全化判断比率の報告について　　ほか１件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 了
　【議　案】
　平成２５年度留萌市一般会計補正予算（第７号）
　　補正予算のうち、ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル廃棄物）汚染物処理委託料２７，２６９（千円）は、現
　　在までＰＣＢを含んだ蛍光灯安定器などを、特別管理産業廃棄物管理責任者を置き、本庁舎地下電気室
　　にて保管してきたが、室蘭市でＰＣＢ廃棄物処理施設が稼働することにより、今年度処理を行うために
　　補正予算が可決しました。
　留萌市子ども・子育て会議条例制定について　
　　子ども・子育て支援法第７７条第１項の規定に基づき、留萌市子ども・子育て会議を設置するため、こ
　　の条例の制定が可決されました。　　　　　　　　　　ほか６件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　留萌市公平委員会委員の選任について　　　　　　　　　ほか２件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　【意見書】
　「地方税財源の充実確保」についての意見書　　　　　　ほか３件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

平成２５年第３回定例会が２３日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例制定などを審議しました。

こんなことが決まりました
第3回定例会　9月3日〜25日

留萌南部衛生組合議会報告

議会広報特別委員会

総
務
費

Ｑ（
村
山
）出
前
ト
ー
ク
は
前
年
度

対
比
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
四
十
五
回
開
催
し
、
五
百
二
十

四
人
が
参
加
。
主
な
申
し
込
み
の

う
ち
、
三
十
二
件
が
新
し
い
ご
み

処
理
に
つ
い
て
で
あ
り
、
新
し
い

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
ご
み
分

別
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
の

説
明
を
行
い
、
そ
の
後
は
広
報
誌

や
美
・
サ
イ
ク
ル
館
だ
よ
り
で
周

知
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
八
件
が
防

災
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

Ｑ（
坂
本
茂
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
協

会
負
担
金
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

情
勢
変
化
に
あ
わ
せ
、
再
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
情
報
化
が
進
ん
だ
中
で
も
光
回

線
の
推
進
が
行
わ
れ
、
広
告
掲
載

で
多
く
の
協
力
を
得
て
い
る
。

Ｑ（
対
馬
）市
民
満
足
度
調
査
で
窓

口
対
応
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
職

員
の
接
遇
研
修
は
ど
の
よ
う
に
広

め
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

Ａ
昨
年
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を

主
事
ク
ラ
ス
三
人
に
受
け
さ
せ
、

計
画
的
に
実
施
し
、
研
修
を
受
け

た
職
員
が
実
践
し
、
同
僚
に
広
げ

て
い
る
。
管
理
職
が
普
段
か
ら
助

言
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ（
松
本
）広
報
誌
委
託
の
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
広
報
誌
自
体
の
市
民
評
価
も

徐
々
に
高
ま
り
、
徐
々
に
職
員
の

作
業
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

民
生
費

Ｑ（
菅
原
）障
が
い
者
保
健
福
祉
計

画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
大
雪
に

よ
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

要
望
が
多
か
っ
た
と
あ
る
が
、
解

決
策
は
見
出
せ
た
の
か
。

Ａ
高
齢
者
宅
だ
け
で
な
く
障
が
い

者
宅
に
も
除
雪
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ（
鵜
城
）留
守
家
庭
児
童
会
の
利

用
者
は
港
北
十
人
と
比
べ
、
住
之

江
は
八
十
三
人
と
八
倍
も
多
い
の

に
、
医
薬
材
料
費
が
住
之
江
の
方

が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
医
薬
品
は
消
耗
品
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

Ｑ（
燕
）子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
百
五
十
八
人
の
任
意
摂

取
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
全
国
で

二
千
件
の
被
害
報
告
が
あ
る
が
、

留
萌
市
で
は
報
告
は
あ
る
か
。
ま

た
、
今
後
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ
留
萌
市
に
被
害
報
告
は
無
い

が
、
今
後
も
国
の
指
示
に
従
い
た

い
。労

働
費

Ｑ（
野
呂
）南
留
萌
地
域
通
年
雇
用

促
進
協
議
会
に
お
い
て
、
季
節
労

働
者
八
百
四
十
五
人
の
問
題
を
含

め
課
題
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
複
数
年
に
わ
た
る
課
題
解
決
と

実
態
把
握
が
足
り
な
い
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。
高
年
齢
化
の
問
題

も
あ
る
が
、
五
十
代
の
対
象
者
も

増
加
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

Ｑ（
坂
本
茂
）農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
対
策
推
進
事
業
が
減
少
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
申
請
手
続
き
は
減
少
し
た
が
、

活
動
は
継
続
し
て
い
る
。
事
前
事

後
に
お
け
る
現
地
撮
影
な
ど
の
手

間
が
煩
雑
な
こ
と
も
一
因
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
域
そ
ろ
っ
て
交
付

申
請
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。商

工
費

Ｑ（
松
本
）週
末
の
花
火
の
事
業
は

思
い
の
ほ
か
好
評
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

Ａ
直
接
的
に
効
果
の
検
証
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
雑
誌
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
知
名
度
向
上
の
効

果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

Ｑ（
菅
原
）商
店
街
の
除
雪
で
は
、

お
客
様
を
迎
え
る
よ
り
除
雪
に
追

わ
れ
る
日
々
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
除
雪
関
連
の
助
成
方
法

に
つ
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

Ａ
開
運
町
商
店
街
に
は
排
雪
回
数

を
増
加
し
た
り
、
今
後
話
し
合
い

を
し
て
い
く
。

土
木
費

Ｑ（
坂
本
茂
）市
道
管
理
の
う
ち
中

央
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
毎
年
部
分
的
に
消
え
て
い
る
箇

所
を
補
修
し
て
い
る
が
、
再
度
確

認
し
て
い
く
。

教
育
費

Ｑ（
対
馬
）学
校
給
食
の
残
食
は
、

食
育
の
点
か
ら
も
重
要
な
問
題

だ
。
子
ど
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
残
食
量
は
二
十
五
・
八
ト
ン
と

若
干
増
加
し
て
い
る
。
ま
る
ご
と

留
萌
給
食
や
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
な

ど
を
実
施
し
、
教
師
か
ら
毎
週
意

見
を
聞
い
て
い
る
。

Ｑ（
菅
原
）フ
ッ
化
物
洗
口
委
託

で
、
液
体
の
保
管
に
つ
い
て
施
錠

管
理
し
て
い
る
か
。

Ａ
確
認
し
て
い
な
い
が
今
後
管
理

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ（
村
山
）芸
術
劇
場
助
成
事
業
で

は
、
い
つ
も
同
じ
団
体
が
助
成
を

受
け
て
い
る
が
、
市
の
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

Ａ
一
定
程
度
の
見
直
し
を
し
な
が

ら
可
能
な
限
り
の
助
成
を
し
て
い

き
た
い
。

歳
　
入

Ｑ（
野
呂
）使
用
料
・
手
数
料
の
収

入
未
済
額
の
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
何
か
。
支
払
い
能
力

が
あ
る
方
へ
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

Ａ
収
入
未
済
額
増
加
の
要
因
は
、

低
所
得
が
大
半
で
あ
り
、
分
納
誓

約
を
交
わ
し
た
り
、
訴
訟
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
四
件
あ
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
　
部
　
抜
　
粋
）

▲ごみ分別ハンドブック

▲留萌海岸花火大会

●第２回臨時会（１０月４日）
　臨時議会が開催され、新しい監査委員が選任さ
れた。
○最終処分場視察
　第２回臨時会後、増毛町の最終処分場建設状況
の視察を行った。
　議員からは、倒壊事故の原因と指摘された束材
の補強設計箇所や基礎部分のアンカーボルトの接
着、耐久度と安全性などについて質問があった。
　供用開始後、２年間にわたり施工事業所が積雪
の状態を監視し、今後の除雪計画案を決定するこ
とになる。
　昨年までの施
設に比べ重量感
が増し、鋼材の
材質が堅強なも
のになったのが
目視で確認でき
た。

▲建設中の最終処分場
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記号の読み方
 問い合わせ先
 申 し 込 み 先
 電　話　  ファクス
 メール　  ホームページ

く
ら
し
の

お
知
ら
せ

今
月
も
知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
満
載
で
す

２０１３年

11月▼留萌のうまい物が勢揃いする「うまいよ！るもい市」。今年度最後の４回目は「大
水産祭り」をメインにお歳暮に最適な留萌の水産加工
品を取り揃え、さまざまな企画を用意していますので
ぜひご来場ください。
●日　　時　１２月１日㈰　１０：００〜１４：００
●場　　所　留萌市地方卸売市場（留萌港南岸）
●内　　容　・旬のうまい物直売
　　　　　　・豪華景品が当たるお楽しみ抽選会

▼「障がい者にとって暮らしやすいマチは、みんなにとっても暮らしやすいマチ
である」を基本理念に " 心暖まる小さな芸術祭 "「スマイルハート劇場」を下記
の通り開催します。ぜひご来場ください。
●日　　時　１１月１０日㈰　１３：３０〜
●場　　所　文化センター
●料　　金　５００円

▼市では、市民の皆さんが心の健康を維持し、イキイ
キと暮らしていくことを応援するため、「自殺予防」
をテーマとした講演会を開催します。
　自殺につながる病気や生活のこと、心の状態を知り
自殺予防のためにできることを、自分のこととしてだ
けではなく、身近な支援者の立場として考えることが
できる講演内容です。
　自殺について「ひとごと」ではなく「身近な健康問
題」としてとらえ、自分はもちろん、大切な人の心に
も目を向ける機会としてぜひ参加しませんか。
●日　時　１１月５日㈫　１３：３０〜１５：３０
●場　所　中央公民館　小ホール
●料　金　無料
●定　員　１００人
●テーマ　「いのちと心を支える〜今、私たちにできること〜」
●講　師　公益財団法人　北海道精神保健推進協会
　　　　　こころのリカバリー総合支援センター

施設長　阿部　幸弘氏

▼毎年１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際
日」です。暴力は加害者や被害者の間柄、性別を問わ
ず、決して許されるものではありません。
　特に女性への配偶者などからの暴力、性犯罪、売買
春、人身取引、セクシュアル・ハラスメント、ストー
カーなどの行為は女性の人権を著しく侵害するだけで
はなく、男女共同参画社会を築いていく上で克服すべ
き重要な課題です。
●運動期間　１１月１２日㈫〜２５日㈪
○恥ずかしいことと思ったり、家族に迷惑がかかるこ
とを気にして被害が表に出にくくなることがありま
す。ひとりで悩まず相談しましょう。
○暴力を受けて緊急に避難したい場合や身に危険が迫
っている場合は、１１０番通報するか、最寄りの警察
署や交番、駐在所に助けを求めてください。
留萌警察署☎４２−０１１０　大和田駐在所☎４２−７１１０
駅 前 交 番☎４２−０６４９　幌糠駐在所☎４６ー１１４１
幸 町 交 番☎４２−３７８２　港北駐在所☎４２−０４２９

今年度最後の「うまいよ！るもい市（いち）」

「スマイルハート劇場」開催

心の健康啓発事業 自殺予防講演会
「いのちと心を支える〜今、私たちにできること〜」

平成25年度
「女性に対する暴力をなくす運動」
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暮らし暮らし暮らし暮らし

 「うまいよ！るもい市実行委員会」（NPO法人留萌観光協会）  43-6817

  市・社会福祉課  42-1807

札幌、旭川など留萌市以外の処方せんもどんどん受付けます!!

TEL42-0260

冠婚葬祭の着付け・成人式予約受付中
0120-42-6374

▼市では、高齢者の季節性インフルエンザ予防接種に対し、予防接種料金の一部を助成していますので、この機会
に予防接種を受けましょう。
●対 象 者　①市内に住民票のある接種時に満６５歳以上の方
　　　　　　②満６０〜満６５歳の、心臓や腎臓、呼吸器に重い
　　　　　　　病気のある方、またはヒト免疫不全ウイルスによ
　　　　　　　る免疫機能障害を持つ方
●接種期限　平成２６年３月３１日㈪まで
●接種回数　１回
●接種料金　１，３００円　※ただし、生活保護世帯は無料（受給者証明書を持参してください）
●予防接種ができる病院

▼風しんの抗体価が低い妊婦が風しんに感染すると、生まれてくる赤ちゃんに難聴や心疾患、白内障などの障がい
（先天性風しん症候群）が発症する場合があります。市では、全国的な風しん患者の増加を受け、先天性風しん症
候群の発症を防止するために風しんの抗体検査と予防接種料金の一部助成を新たに始めました。
●対 象 者　①風しんの抗体価が低い妊婦（妊娠初期）の１９歳以上の夫（未届けでも可）
　　　　　　　※ただし、妊婦健診などにより風しんの抗体価が高い妊婦の夫は除きます。
　　　　　　②１９歳〜４９歳の妊娠を希望する女性
●事業内容　最初にウイルス抗体価の検査を行い、抗体価が低いという結果が
　　　　　　出た場合にＭＲワクチンの予防接種を行います。
●接種料金　・ウイルス抗体価検査…１，０００円
　　　　　　・ＭＲワクチン予防接種…２，０００円
●検査と予防接種ができる病院

高齢者季節性インフルエンザ予防接種

妊婦のための「風しん予防接種対策事業」

医療医療

医療医療

 市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050

 市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050 市・教育委員会こども課  42-1808  市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050

留 萌 市 立 病 院　東雲町２丁目☎４９−１０１１
東 雲 診 療 所　東雲町２丁目☎４３−１１１９
荻 野 病 院　大　町３丁目☎４２−１４０６
整形外科稲垣医院　幸　町３丁目☎４３−３３１１
藤 田 ク リ ニ ッ ク　宮園町１丁目☎４２−１６６０
川 上 内 科 医 院　錦　町４丁目☎４３−６４５１
沢住内科小児科医院　開運町３丁目☎４２−１５３１

留 萌 記 念 病 院　開運町１丁目☎４２−０２７１
富 山 整 形 外 科　末広町１丁目☎４２−２０３０
留萌セントラルクリニック　栄　町１丁目☎４３−９５００
たけうち内科循環器内科医院　高砂町３丁目☎４２−８８２０
わたべ整形外科医院　栄　町３丁目☎４２−５０１１
西原腎・泌尿器科クリニック　花園町１丁目☎５６−１６７８
わたなべクリニック　開運町２丁目☎４２−４４１１

○予約が必要な場合などがありますので事前にご確認くださ
い。また接種時に年齢が確認できる書類をご持参ください。

留 萌 市 立 病 院　東雲町２丁目☎４９−１０１１
東 雲 診 療 所　東雲町２丁目☎４３−１１１９
藤 田 ク リ ニ ッ ク　宮園町１丁目☎４２−１６６０

川 上 内 科 医 院　錦　町４丁目☎４３−６４５１
沢住内科小児科医院　開運町３丁目☎４２−１５３１
たけうち内科循環器内科医院　高砂町３丁目☎４２−８８２０

プレイガイド
•市・社会福祉課
• 中央公民館
• 市立留萌図書館
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只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい
只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい

「ホームヘルパー2級」制度は、4月から「介護職員初任者研修」制度に変わりました

介護ヘルパー初任者研修講座介護ヘルパー初任者研修講座「教育訓練給付制度」対象

お問い合わせ、資料請求は▶三幸福祉カレッジ

http://www.sanko-fukushi.com
0120-294-350

・厚生労働省指定講座・北海道知事指定講座

講座内容や割引制度の説明をします

●予約不要●各回約40分
●実技スクーリング有り（全15回）

◇10月25日㈮ 10：00～/14：00～/17：00～
◇11月　7日㈭ 10：00～/14：00～/17：00～
◇11月16日㈯ 10：00～/14：00～
◇11月25日㈪ 10：00～/14：00～/17：00～

中央公民館
留萌教室無料説明会の開催 ○地元で資格がとれるチャンスです

○詳しくは下記へお問い合わせ下さい

条件あり

説明会会場

15日間で
取得可能

▼簡単でヘルシーな料理をテーマに、作りながら食べ
ることの大切さを学びます。当日会場で塩分測定を行
うことができますので、日ごろ飲んでいる味噌汁やス
ープの塩分をチェックしてみませんか。
【いきいきクッキング教室】
●日　　時　１１月１５日㈮　１０：００〜１４：００
●募集人数　２５人（定員になり次第締切）
●料　　金　５００円
●申込期限　１１月７日㈭
【親子料理教室】
●日　　時　１２月７日㈯　１０：００〜１４：００
●募集人数　小学生の親子、中学生など１５人程度
　　　　　　（定員になり次第締切）
●料　　金　１人３００円
●申込期限　１１月２８日㈭
○両教室とも保健福祉センターはーとふる調理実習室
２階で行います。当日はエプロン、三角巾（スカーフ、
ハンカチ）、筆記用具を各自持参願います。

▼エゾシカ可猟期間中（１０月１日〜平成２６年３月
３１日）における国有林の狩猟入林手続きの詳細は、下記
ホームページをご確認ください。国有林では事故が発生
することのないよう、猟銃事故の防止と自然保護へのマ
ナーの向上と徹底、また、市民の皆さんには期間中の国有
林の入林規制についてもご理解とご協力をお願いします。

▼家族の健康を守るための知識や技術を、実技を交え
て、わかりやすく指導します。ぜひ参加しませんか。
●日　　時　１１月１５日㈮　１３：００受付
●場　　所　保健福祉センターはーとふる　２階多目的ホール
●定　　員　３０人（定員になり次第締切）
●申込期限　１１月８日㈮　※電話でお申し込みください
●料　　金　無料
○動きやすい服装で参加ください。

▼河川内などの内水面および禁止区域が設定されてい
る河口域でのさけ・ますの採捕は法令、規則により全
面禁止されており、違法に海や川で採捕すると法律や
規則で罰せられます。
　違反者は法令により最高３年以下の懲役、または
２００万円以下の罰金を受けることがあります。違反
防止のため、さけ・ます釣りを含む遊漁を行う場合は、
北海道が発行する「フィッシングルール２０１３ ルー
ル＆マナー」などにより事前に禁止事項などを確認し
てください（下記ホームページからもご覧いただけます）。
　密猟者を発見した場合は下記まで連絡願います。
●取締機関連絡先　留萌警察署　☎４２−０１１０
　　　　　　　　　留萌海上保安部　☎４２−９１１８

▼下記のように訓練生を募集します。
●募集科目
　システム制御技術科・自動車整備科・印刷デザイン
　科・色彩デザイン科・建築技術科・造形デザイン科
●訓練期間　平成２６年４月〜平成２８年３月（２年間）
●応募資格と申込期間
　推薦…平成２６年３月に高校を卒業見込みの方
　　　　１１月１日㈮〜１１月２０日㈬
　一般…高校を卒業した方（平成２６年３月卒業見込
　　　　みを含む）。もしくはこれと同等以上の学力を
　　　　有すると認められる方
　　　　１１月２１日㈭〜１２月１５日㈰

体にやさしいヘルシーメニューに挑戦！
「クッキング教室」参加者募集

エゾシカ狩猟解禁

「家庭看護の知識と技術を学ぼう！」
赤十字健康生活支援講習会参加者募集

さけ・ます違法採捕
北海道立旭川高等技術専門学院
平成26年度訓練生募集

学ぶ学ぶ
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  留萌市食生活改善推進員協議会事務局
市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050

 留萌振興局水産課  42-8472
 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/ggk/

ggs/turi-r-m/rule-manner.htm

 留萌南部森林管理署  42-2515
 http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/apply/nyurin/

▼初心者の方も大歓迎。一緒に水彩画を学びませんか。
●日　時　毎月第１、第３火曜日（月２回）　
　　　　　１０：００〜１２：００
●場　所　働く婦人の家
●講　師　池田　保雄 氏

銀の筆水彩画会
留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

  銀の筆水彩画会 代表 鈴木 詔子  42-7063
  北海道立旭川高等技術専門学院

  0166-65-6667

▼貸金業を営む者は、財務局長または都道府県知事の
登録を受けなければなりません。
　無登録で貸金業を行っている業者を「ヤミ金」とい
い、無登録営業は貸金業法違反です。
　容易に借りられるなどの広告を出したりダイレクト
メールを送る業者の中には、違法なヤミ金業者も多い
ことから、不安がある場合は下記にご相談ください。
●貸金業苦情相談専用フリーダイヤル
　　　　　　  ０１２０−１−７８３７２
●受付日時　毎週月曜日と金曜日（祝祭日、年末年始除く）
　　　　　　１０：００〜１２：００、１３：００〜１６：００

悪質な貸金業者にご注意！
留萌市
以外からの
お知らせ
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 留萌振興局環境生活課  42-8430

▼１１月中旬に平成２６年の裁判員候補者名簿記載通知
を発送します。受け取られた方はご協力をお願いします。
●裁判員候補者氏名記載通知とは
　市町村の選挙管理委員会が選挙人名簿から無作為に
抽出した名簿を基に、全国の地方裁判所で作成し、名
簿に登録された方に対して発送します。
　この通知は平成２６年２月頃からおよそ１年間、裁
判員に選ばれる可能性があることを事前に通知するも
ので、あらかじめ心づもりをしていただくためのもので
す。
　「裁判員制度」は皆さんの協力がなくては成り立たち
ません。引き続きご理解とご協力をお願いします。

「裁判員制度」　
まもなく名簿記載通知を発送します！
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 旭川地方裁判所  0166-51-6251

▼会社員の夫が退職したときや妻自身の年収が増え
たときなどは、手続き（第３号被保険者から第１号被
保険者への変更届）をして保険料を納めなければなり
ませんが、この手続きが２年以上遅れたことがある方
は、２年以上前の保険料を納付することができないた
め、保険料の「未納期間」が発生します。
　このたび、専業主婦（夫）の年金が改正され、このよ
うな方が手続きをすることで、「未納期間」を「受給資
格期間」に算入することができるようになりました。
○切り替え手続きが２年以上遅れたことがある方は、
下記までお問い合わせください。
○６５歳以上の方は、お問い合わせが遅れると年金の
受け取りも遅れます。
○６５歳未満の方は、障がい・遺族年金を受け取りや
すくなります。

専業主婦（夫）の年金改正
税・年金・保険税・年金・保険

 留萌年金事務所  43-7211
専用ダイヤル  0570-011-050

▼「味噌作り」「手打ちそば」講習会を開催します。
【味噌作り講習会】　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」
●日　　時　こうじ作り　１１月１３日㈬
　　　　　　味 噌 作 り　１１月１５日㈮・１６日㈯
　　　　　　※味噌作りは２班に分けて行います
　　　　　　各９：００〜
●募集人数　２０人
　　　　　　※こうじ作りと味噌作り（いずれか１日）
　　　　　　　の両方に参加できる方に限ります。
●料　　金　３，５００円
●申込期間　１１月５日㈫〜１０日㈰
○３０型味噌用樽と３０リットルポリ袋２袋程度を各
自持参願います。
【手打ちそば講習会】　講師：萌麺愛好会
●日　　時　１１月２４日㈰　９：００〜
●募集人数　１０人
●料　　金　１，０００円
●申込期間　１１月１２日㈫〜１７日㈰
○両講習会とも風土工房「こさえーる」で行います。
当日はエプロンとキャップを各自持参願います。

「味噌作り」「手打ちそば」講習会
参加者募集学ぶ学ぶ

  風土工房「こさえーる」  43-4556

  日本赤十字社北海道支部留萌市地区事務局
（市・社会福祉課）  42-1807

※１２月〜翌年２月の
　講習はお休みです。
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からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

 市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050

1日㈪・8日㈪・15日㈪・22日㈪ ※月曜休館
28日㈮ ※館内整理のため休館

☎４２-２３００
11 月 休館日図書館からのお知らせ

【映　画　会】
・30日㈰ 10：30～（96分） 椿三十郎［一般向］

 13：30～（60分） セーラームーンR［児童向］ 

【映　画　会】
・ 4日㈯ ドラえもん のび太の創世日記 10：30～（98分）
 ［児童向］ ちびまる子ちゃん おじいちゃんはつらいよ 13：30～（70分）
・ 5日㈰ かいけつゾロリ 10：30～（50分）
 ［児童向］ シュレック 13：30～（94分）
・19日㈰ バック・トゥ・ザ・フューチャー 10：30～（116分）
 ［一般向］ 海底二万哩 13：30～（128分）

4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪ ※月曜休館
　　　　　　  29日㈮ ※館内整理のため休館

【おはなしかい】
・  9日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・15日㈮ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ ちいさいこのおはなしかい
・23日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・27日㈬ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ 水曜おはなしかい

【ブックスタート】はーとふる9カ月児健診会場
・20日㈬ 13：00～

【おはなしかい】
・12日㈯ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ ちいさいこのおはなしかい
・21日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・25日㈬ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ 水曜おはなしかい

【おはなしかい】
・13日㈮ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・19日㈮ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ ちいさいこのおはなしかい
・24日㈬ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ 水曜おはなしかい
・27日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会

【映　画　会】
・17日㈰
10：30～（120分）

［一般向け］或る夜の出来事
13：30～（50分）

［子ども向け］トムとジェリーキッズ 
　　　　　　不思議なボディーガード

【ブックスタート】はーとふる9カ月健診会場
・30日㈬ 13：00～

【ブックリサイクル市】
・6日㈰ 9:30～18:00 除籍本の無料配布

　皆さんは、心の健康に自信はありますか？
　市の平成２４年度健康づくりアンケートによると、「ストレスを感じている人」は６９. ６％（前回平
成１９年度調査：６３. ０％）、「ストレスを解消できていると思う人」の割合は６９. ５％（前回調査：
７１. ６％）となっており、「ストレスを感じている人が増えている」のに「解消できずにいる人も増えて」
おり、ストレスをためがちな人が増えてきています。
　このような状態が続くとからだや心に不調をきたし、胃・十二指腸潰瘍などの心身症やうつ病などの精神
疾患、さらには自殺に追い込まれる危険性が高くなります。

●自殺の現状
　市でも毎年数人の自殺者がおり、全国・全道と同様、
死因別で６～７番目と高い状況です。
　平成２４年１月に内閣府が行った「自殺対策に関す
る意識調査」の結果からは、全体の２３．４％、ほぼ
４人に１人がこれまでに真剣に自殺を考えたことがあ
ることがわかっており、自殺を考えることは事情や状
況によっては誰の身にも起こり得ることです。
●自殺の背後に潜む「うつ」
　自殺の原因はさまざまですが、自殺者の３割がうつ
病だったということがわかっています。
　近年、うつ病患者は全国で１００万人近くまで増加
し、精神科受診者全体の３分の１を占めています。う
つ病経験者は約１５人に１人、過去１年間に経験した
人は約５０人に１人という状況で珍しくない病気です。
●うつ病の症状
　うつ病では、「心」と「からだ」の両方に２週間以
上持続する不調がみられます。
• 憂うつで気分が沈む、もの悲しい
• 好きだったこともやりたくない、やっても楽しくない
• 気力、集中力が低下して、何をするのも億劫
• 疲れやすく、からだがだるい、人に会いたくない
• 夕方より朝方の方が気分、体調が優れない

『心が悲鳴をあげる前に～ストレスとうつ病、自殺との関係』

留萌セントラルクリニック

はーとふる

「インフルエンザに　

　負けないために！」

健康コラム

１１月１０日の
日 曜 当 番 医 院

栄町１丁目 ☎43-9500
　　　　9：00～17：00

※上記以外の日曜日・祝日およ
び夜間の診療はかかりつけの
病院・医院へお問い合わせく
ださい。
※市立病院は二次医療病院とし
て、すべての土曜日・日曜日・
祝日・夜間に対応しています。

　２日㈯	 基礎老年医学講座⑨「免疫と感染について」	9：30～11：30

	 	 講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫　氏

　２日㈯	 救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会	 13：00～14：30

　９日㈯	 マンスリー健康講話

	 「１１９番のかけ方と、救急車」	 13：00～14：00

	 	 講師：留萌消防署　　　 　青木　信也　氏

　９日㈯	 基礎老年医学講座⑩「感覚器について」	9：30～11：30

	 	 講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫　氏

２６日㈫	 認知症サポーター養成講習会	 13：00～14：30

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20時以降は入館できません

１１月のイベント

休館日 月曜日・祝日

るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふる

☎43-8121

☎49-6050

１１月

１２日㈫ ３　歳　児（２２年１０月生）
【受付】　　　
１３：００　
～１３：３０

１３日㈬ １歳６カ月児（２４年　４月生）
１９日㈫ ４ カ 月 児（２５年　７月生）
２０日㈬ ９ カ 月 児（２５年　１月生）

対象は１歳６カ月以上の子どもです

１１月
１４日㈭ １０：００～１１：００ １３：００～１５：３０
２１日㈭ １３：３０～１５：３０

高齢者対象の筋力アップ体操　～時間内出入り自由～

１１月
毎週月曜日 １０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０
毎週金曜日

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

１１月
　７日㈭

　９：３０～１１：３０ １３：００～１５：００
２１日㈭

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

●フッ化物塗布　　　　予約制で料金は１回５００円です

●ピンピンからだ広場　　１１月４日㈪は休み

●母子健康・栄養相談（乳幼児）

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）

※各種予防接種やがん検診は、広報４月号に折り込みした水色の用
紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。
※はーとふるでは、随時、電話や来所での相談を受け付けています
ので、お気軽にご相談ください。

　インフルエンザは、突然の
高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛
など全身の症状が強く、さら
に風邪と同じ症状も現れま
す。風邪と違い重症化しやす
く、肺炎などを合併して死に
至ることもあるため、早めの
予防対策が大切です。
　インフルエンザウイルス
は、飛沫や接触により感染し
ますが、ほとんどの種類は消
毒薬で死滅します。
　予防法の基本は、マスクの
着用や外出後のうがいと手洗
いで感染経路を断つことで
す。さらに、予防接種で免疫
をつけ、バランスの良い食事
摂取や適度な運動、十分な睡
眠、服装の工夫や入浴で体を
温めるなど、体の抵抗力を上
げることも有効です。
　まずは、インフルエンザに
「かからない」からだを作り
ましょう。

年齢を問わず健康相談を行います
１１月 　５日㈫ １０：００～１１：３０ 潮 静 児 童 セ ン タ ー

年齢を問わず健康相談を行います

１１月
　５日㈫ １０：００～１１：３０ 春 日 児 童 セ ン タ ー
１８日㈮ １３：００～１５：００ 幌糠コミュニティセンター

• 寝つきが悪い、夜中や早朝に目が覚め眠れない
• 食欲がない、食べてもおいしくない
　なかでも、睡眠障害はほぼ全員に見
られる症状ですので、「最近眠れない」
という方は要注意です。
●「うつ」かもしれないと思ったら…
　うつ病患者の７０％が衝動的に自殺したいと思うこ
とがあり、１０～１５％が自殺するという統計があり
ます。うつは休養と薬物療法により回復します。早期
治療で回復も早まりますので、早めの受診が重要です。
　また、声をかけ、話を聞くこと、休養を勧めたり、
受診に付き添うといった周囲のサポートも有効です。
　受診を拒む場合は、本人が信頼している家族や友人、
先輩などに勧めてもらうのが良いでしょう。
　「頑張れ」という励ましの言葉は、本人にはプレッ
シャーになります。無理に外出や運動、気分転換を勧
めず、温かく寄り添うように見守る姿勢が大切です。

　自殺は、本人だけではなく周囲
の人たちへもダメージを及ぼしま
す。「ひとごと」ではなく「身近
な健康問題」としてとらえ、自分
はもちろん、大切な人の心にも目
を向けてみてください。
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［vol.12］ごみ減量のコツごみ減量のコツ

お  

願  

い

　透明または半透明の袋には、「プラ容器」「紙
容器」「ペット」「発泡」「雑がみ」「白トレイ」「キ
ケン」「木くず」「金属」など書いていただい
たり、貼紙をしていただきますと、収集の間
違いが少なくなります。
　表示のご協力をお願いします。
　旧ごみ袋のもやせるごみ用、もやせないご
み用を使用する場合は、必ず表示をしてくだ
さい。

▼４月から粗大ごみの問い合わせ、申し込み先が「留萌南部衛生組合」に変わり
ました。また、収集の申し込みは収集日２日前の１５：００までにお願いします。

　　２０日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　２１日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　２２日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２７日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２８日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　２９日㈮　東雲町、緑ヶ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、
　　　　　　　幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌

11月の粗大ごみ収集日

  留萌南部衛生組合  43-2555

 　市・環境保全課  42-1806

日
程
と
収
集
地
区

　新しいごみの分別の間違いなどがまだ見られます。選別作業に支障がありますので、ごみ分別
ハンドブック、収集体制表、ごみ収集カレンダーを参考にして、ごみの適正な排出をしてください。

◎排出方法について
●プラスチック製容器、ペットボトル、発泡スチ
　ロール、紙製容器
・汚れているものは入れないでください。（資源
にできないため、可燃系埋立ごみで排出してく
ださい）
・中が見えない袋で排出しないでください。
・袋の中には、ごみを入れたレジ袋などの小袋を
入れないでください。（ひとつの袋のままで排
出してください）
●プラスチック製容器
・硬質プラスチック（おもちゃ、風呂おけ、プラ
スチックハンガーなど）は入れないでください。
（不燃系埋立ごみで排出してください）
●ペットボトル
・中はすすいでください。
・ラベルははがしてください。（はがしたラベル
は、プラマークの表示のあるものはプラスチッ
ク製容器、紙マークのあるものは紙製容器で排
出してください）
・ペットボトル以外のボトル（ソース、油、ウオッ
シャー液など）は入れないでください。
●発泡スチロール
・断熱材は入れないでください。（不燃系埋立ご
みで排出してください）

●紙製容器
・ダンボールは入れないでください。（ダンボー
ルで排出してください）
・ラップなどの芯、はがき、のし袋、封筒、カレ
ンダーは入れないでください。（雑がみで排出
してください）
・牛乳パックは入れないでください。（紙パック
で排出してください）
・お酒のパックで中が銀色のものは、中をすすい
で排出してください。（中が白いものは、紙パッ
クで排出してください）

◎収集日について
　新聞、雑誌、ダンボール、紙パックの収集日は、
月２回の収集です。週１回の収集ではありません。
収集体制表、ごみ収集カレンダーで収集日を確認
し排出してください。

納 税 に つ い て

留 萌 市　　　　　　アンテナ情 報
下記以外のお問い合わせ

■総　務　課	 42-1801
市の財政、地籍調査など

■財　務　課	 42-1813
道市民税など

■税　務　課

市民税係	 56-5004
固定資産税など

その他の係	 42-1804
広報、町内会、市民活動など

■政策調整課	 42-1809
農業、漁業、水産加工業など

■農林水産課	 42-1837
商工業、観光、港湾など

■経済港湾課	 42-1840
社会福祉施設、生活保護、
障がい者に関することなど

■社会福祉課	 42-1807
戸籍、各種証明、国保・後期、
医療費助成など

■市　民　課	 42-1805
道路、公園、市営住宅など

■都市整備課	 42-2010
水道料金や上下水道のトラブルなど

■上下水道課

上水道係	 42-5151
下水道係	 42-2049

公衆衛生、市営墓地など

■環境保全課	 42-1806
市内の小中学校など

■学校教育課	 42-3006
児童手当、児童虐待など

■こども課	 42-1808
社会教育、スポーツなど

■生涯学習課	 42-0435
健康づくり、介護保険など

■保健医療課	 49-6050
■介護支援課	 49-6070
るもい健康の駅など

■コホートピア推進室

	 56-1535
広域ごみ処理、粗大ごみなど

■留萌南部衛生組合	

	 43-2555

主な電話番号

困ったときは

相談しましょう

市 民 相 談

■市民課

５６- ５００３
──────────
健 康・ 栄 養 相 談

■はーとふる

４９- ６０５０
──────────
教 育 相 談 電 話

学校教育に関すること
■教育委員会学校教育課

４２- ３００６
──────────
児童福祉に関すること
■教育委員会こども課
　家庭児童相談室

４２- １８０８
──────────
社会教育に関すること
■教育委員会生涯学習課

４２- ０４３５
──────────
家 庭 児 童 相 談 室

■教育委員会こども課

４２- １８０８
──────────
高齢者に関する相談

■留萌市地域包括支援センター

４９- ６０６０
──────────
防 災 相 談

■総務課

５６- ５００５

・総人口	 ２３，５４８	 人 	 （－２１ 人 ）

・　男	 １１，２３２	 人 	 （－１６ 人 ）

・　女	 １２，３１６	 人 	 （－　５ 人 ）

・世帯数	 １２，０７１	世帯	 （－１９世帯）

・出　生………１１人

・死　亡………１５人

●今月納期の市税	 ・固定資産税　４期
　　　　　　　　・国民健康保険税　５期
	 納期限　１２月２日㈪
●夜間納税相談窓口	 １１月１４日㈭、２８日㈭
	 20：00まで

●休日納税相談窓口	 １１月２４日㈰
	 9：00 ～ 17：00　　

●場　　　　　　所	 	税務課■問４２- １８０４

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10広報るもいは再生紙を

使用しています　　　

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金

曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数

人 口 動 態

平成２５年９月末現在

※（　）内は前月比

平成２５年９月末現在

・転　入………３７人

・転　出………５５人

市長とフリートーク
してみませんか？

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール

koucyou@e-rumoi.jp0 1 2 0 - 2 2 3 - 8 4 6

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接

出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

毎月1回、市民の皆さんと市長との対話の

機会を設けています。

参加人数、話題、形式は問いません。

また、事前の受付もいりません。時間内で

あればいつでもお越しください。

お気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名

（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp/

e-メール	 kikaku@e-rumoi.jp

■日時

１１月２８日㈭ 
　　　　9：00～17：00

■場所

　市役所 市長室
※お問い合わせは

　市・政策調整課
　☎4 2 ｰ 1 8 0 9
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詳しくは市ホームページをご覧ください。
URL http://www.e-rumoi.jp/

　市では、あらゆる広告

媒体を利用して、皆さん

からの広告を募集してい

ます。

　既に広告を頂いている

媒体もありますが、次回

掲載時の申し込みは通年

受け付けています。

留萌市ホームページバナー、
広報誌、封筒、公共施設、
公用車など

企業のＰＲに
ご活用ください！


